










科学研究基盤研究費（C）18K02504（2018 ～ 20 年度）の助成を受けて、全国の当時の幼稚園・
保育所を対象に調査・訪問をして、昭和 20 年代の保育カリキュラムに関する原資料を収
集しその分析を試みている。園に資料があるとの回答を得て実際に 40 施設を訪問して収
集できた保育カリキュラムは、2019 年度末までに約 65 編（一部欠落も含む）である。昭










となり、その研究成果を日本教育学会第 78 回大会（2019 年度）において「昭和 20 年代
の保育カリキュラムづくりに関する実証的研究（1）−名古屋市の幼稚園の場合−」を発
表し、その後に論文１にまとめた	。そこでは、1956（昭和 31）年度には『幼稚園教育要領』















































































保育所は 12 施設で、うち 2施設が公立であった。ちなみに、この年度の神奈川県の幼稚
園数は、86 園うち公立 7）、保育所数は、130（うち公立 12）であることを鑑みると、そ
れぞれの１割程度が参加していたといえる。
　また、プラン作成委員会の参加者数については、最少は鎌倉幼稚園で開催された「10
月プラン」の作成委員会（8月 23 日）で 6名、最多が湘南学園幼稚園で開催された「7月
プラン」の作成委員会で 17 名である。１回あたりの平均参加者数は、11.7 名で、幼稚園




























































3 月 27 日（火）
10 時～17 時
横浜保育専門学院




4 月 21 日（土）



























































































柴田１ 佐合 8 大橋 8
津田夏子 3






































































































3 月 27 日（火）
10 時～17 時
横浜保育専門学院




4 月 21 日（土）
10 時～ 16 時
追浜保育園（横須賀）













6 月 22 日（金）
13 時～17 時
鎌倉幼稚園






















9 月 22 日（土）
14 時～18 時
聖徳保育学校（横浜）




11 月 28 日（水）
10 時～16 時
桜ヶ丘幼稚園（横浜）










1 月 19 日（土）
14 時～18 時
聖徳保育学校（横浜）










建部 2 塚原 5 宮下 4
寺井 6















































































































































































であったかはわからない。「序」は「2月」とあるので、それから 2～ 3 か月以内には出
ていたと思われる。神奈川のカリキュラムは、月を追って出されているので、途中からは
参考にすることができたのではないかと考えられる。
































































































































































































































































































































































ベル記念百年祭保育大会」（1951 年 11 月）での「保育協議会」「第一分科会（幼稚園）」で「第
一部会（幼稚園と小学校の連携）」がとりあげられていたことにも表れている。全国保育
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キーワード：①	昭和20年代，②保育カリキュラムづくり，③神奈川県，④項目「社会」
　本稿では、戦後初期にわが国の幼稚園や保育所の現場では、どのようなカリキュ
ラムづくりがなされていたのかを実証的に解明する目的で、神奈川県の 1951 年
度の『保育カリキュラム』を検討分析した。その結果、次のようなことが明らか
となった。その作成経緯においては、公立・私立の幼稚園と保育所の合同研究会
による開発であったこと、当時の指導的なカリキュラムとの比較においても神奈
川県のカリキュラムは独自性が強く、この研究会が構成の項目など自律的に研修
を重ねて開発したこと、さらには、「社会」という保育内容の項目は他にみられ
ない先駆性があり、当時の小学校の学習指導要領との接続課題をいち早く認識し
て保育カリキュラムに反映させようとしていたこと、ごっこあそびが若干影を潜
めていること、が解明できた。
